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成長戦略とトランスフォーメーション

トランスフォーメーションの具体的な取組み

　社会構造の変化やテクノロジーの進展が加速する中、生命保険事業を取り巻く環境は大きく様変わりしています。この
ような状況下において、持続的な成長と企業価値の向上を実現していくためには、これまでの業務や事業運営の延長に
とどまらない変革が不可欠です。
　当社は、生命保険にしかできない保障領域で最良の商品を提供するとともに、お客さま・募集人の皆さまへ他にはない
価値を提供することで、持続的な成長と企業価値の向上を目指します。その実現に向けた取組みの中核として、トランス
フォーメーション（ビジネス変革）を推進しています。

　成長戦略の中核手段として位置づけたトランスフォーメーションを、当社では、AIとデータの戦略的活用により具体的
な業務改革として実行しています。高度な業務の自動化・効率化を通じて人に依存しないオペレーションを実現するとと
もにお客さまや募集人の皆さまに向き合う領域で、人がより付加価値の高い役割を担う構造への転換を進めています。

オリックス生命の成長戦略

創造的業務

定型的業務

効率化 付加価値
創出

新たな価値創造への取組み

お客さま・募集人の皆さまへ
他にはない価値を提供

お客さまの利便性の向上、募集人の皆さまへの
データドリブンな価値ある提案やサポートを

推進し、選ばれ続ける会社を目指します

高度な業務の自動化・効率化

人に依存しないオペレーション
経営効率の向上

お客さま向けの高度かつ専門的な業務にAIを導
入し効率と品質を飛躍的に向上させるとともに、
付加価値を生む業務への人材シフトを図ります

定型業務の自動化・効率化、業務の見直し

組織・個人の生産性向上
人がやるべき業務へのシフト

AIエージェントを社員が市民開発できる環境
の構築を進め、自主的に業務を改善・効率化 

できる体制を整備します

ナレッジマネジメント

暗黙知の形式知化
インサイトの抽出

民主化したデータをAIなどで分析・参照する 
ことにより、社内の意思決定の高度化や、有 

識者の知見の共有化を進めます

データ基盤の構築・整備
ビジネス部門が必要なデータを迅速に活用できる環境の構築と

AI Readyなデータの整備を行います

当社ならではの価値を生み出す取組み
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CTO部門の役割とミッション、推進体制（全社横断）

全社的なデータ基盤構築の推進 スタートアップとの協業を通じた価値創造

　当社では、デジタル技術などを活用したビジネス変革の取組みの統括責任者として、CTO（Chief Transformation 
Officer）を配置しています。CTOおよびCTO付メンバーは各領域とともに重点テーマに取組みながら、各部門の推進担
当者と連携して、全社的なトランスフォーメーションの動きを加速させていきます。

　当社は、大規模データ処理基盤分野で世界的に高い
評価を受けているAb Initioを採用し、全社的なデータ基
盤構築を推進しています。業務部門が自ら必要なデータ
に迅速にアクセスできる環境の構築と、AI Readyなデー
タの整備を通じて、トランスフォーメーションのさらなる推
進を支えます。

　当社は、世界最大級のイノベーションプラットフォーム
であるPlug and Play Japan株式会社とパートナー
シップを締結しました。同社が有するスタートアップの最
新技術やアイデアと、当社の保険事業の専門的知見を掛
け合わせ、当社ならではの価値を生み出す取組みを推進
します。

TOPICS

各部門の
取組み

◦ 部門ごとに『推進担当者』を配置し、CTO・CTO付メンバーと連携して取組む
◦ 部門ごとにトランスフォーメーション（変革）推進の目標を設定

重点テーマ
検討領域

CTO・CTO付メンバー
トランスフォーメーション（変革）に向けた取組みをリード

人事
経営企画 IT営業 お客さま

サービス

営業、お客さまサービス領域における
横断的な取組み

変革に必要な
組織・人材の取組み

基盤の構築・整備や
ツール導入の取組み

各部門の取組み




